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通信設備で発生する
生物被害事例と対策について

東日本電信電話株式会社
ネットワーク事業推進本部

サービス運営部
技術協力センタ アクセス技術担当
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生物による通信設備被害

NTTビルとお客様を有線でつなぐアクセス系設備は、全国各地に広く張り巡らされており、そのほとんどが屋外環境下
に置かれています。そのため、自然界に生息する生物によって引き起こされる故障が毎年発生しています。
NTT東日本 技術協力センタに相談が寄せられた生物被害事例について、紹介いたします。
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被害要因(加害生物)
の特定

再発防止
対策

技術協力センタによる現場サポート

生物による被害
発生

被害事例生物名
クロージャ内にアリが営巣し、光ファイバが断線アリ

昆虫類
電話機の中にゴキブリが侵入し、電話機が故障ゴキブリ
コウモリガの幼虫がケーブルを穿孔し、サービス断コウモリガ
セミの産卵管によりファイバが断線クマゼミ
キツツキによるケーブルの穴が浸水し、自己混線キツツキ

鳥類
カラスがドロップ光ファイバをついばみ、断線カラス
げっ歯類が中継光ケーブルをかじり、サービス断げっ歯類

獣害 熊の爪でケーブルが損傷し、サービス断熊
猿がＮＴＴケーブルをつたって、田畑へ侵入猿
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次ページ以降、虫の写真が出てきます。
苦手な方はご注意ください。
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（参考:主なシリアゲアリの特徴）
①:体⾧2～3.5 mmで体色は黄褐色から黒褐色。
②:頭部は略四角形あるいは丸い。
③:腹部は背方から見て3角形状。
④:樹上性で木の洞などのスペースで暮らす。
⑤:明るいところより暗いところを好む

■森林地帯の光ファイバケーブルの断線故障が発生し、当該エリアの保守部門で切り分けを行った結果、クロージャ
内に収容されている光ファイバの心線が断線しており、当該クロージャ内には多数のアリがいることが確認された。

■クロージャ内の光ファイバ心線が断線した原因は、『シリアゲアリ』が営巣のために内部に侵入し、光ファイバ心線を
齧ったことによるものと推定される。蟻の侵入を防ぐ対策として、市販品の忌避剤が塗布されたテープの活用や、接
着シール材等をかん合部へ塗布して隙間を埋めることが有効である。

捕獲したアリ（シリアゲアリ）

心線収納用品内のアリ
クロージャ内（かん合部）

クロージャ底部（かん合部）
クロージャ内部

アリによる被害事例
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以降ページ作成中


